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9 数列

等比数列の和
基
　
本Q1

重
　
要Q2

考え方

考え方

答 案

答 案

次の等比数列の和 Sを求めなさい。

⑴　初項 3，公比 2- ，項数 5 ⑵　初項 1，公比 
2
1

 ，項数 n

等比数列 an" , の初項から第 n項までの和を Sn とすると，S 73= ，S 636=  である。
一般項 an を求めなさい。ただし，公比は実数とする。

等比数列の初項から第 n項までの和を求める公式は，次のようになる。
初項 a，公比 rの等比数列の，初項から第 n項までの和 Sn は，

r 1]  のとき，S
r

a r
1
1

n

n

=
-
-^ h

  または  S
a r
r

1
1

n

n

=
-

-

^ h

r 1=  のとき，S nan=

等比数列の初項からの和が 2種類与えられたとき，一般項は次の手順で求める。
〔1〕 　初項を a，公比を rとして，2種類の和から a，rの

連立方程式をつくる。
〔2〕　〔1〕の方程式を解いて a，rを求め，一般項を求める。

⑴，⑵とも公比が 1ではないの
で，r 1]  のときの公式を使っ
て求める。

初項を a，公比を rとして，r
が 1か 1でないかをまず調べ，
S 73 = ，S 636 =  の 2つの条件
を a，rの方程式で表す。
連立方程式を解くときは，S6 

の分子が因数分解できることに
着目すると，2つの等式から r
だけの方程式がつくれる。

⑴　S
1 2

3 1 2 5

=
- -
- -
^

^

h

h" ,

S
3

3 1 32
=

- -^ h" ,

33S=

⑵　S
1

2
1

1 1
2
1 n

$
=

-

-d n( 2

2S 1
2
1 n

= -d n( 2

初項を a，公比を rとする。
r 1=  とすると，S a3 73 = = ，
S a6 636 = =  となって，これを同時に満
たす aはないので r 1]  である。

S 73 =  より， 73
r
a r

1
13

-
-

=
^ h 　……①

63S6 =  より，
r
a r

1
1

63
6

-
-

=
^ h

r
a r

r
1
1

1 63
3

3

-
-

+ =
^

^
h

h 　……②

①，②より，
637 r 13 + =^ h

r 83 =

r 2=

①より， a7 7=

7a 1=

よって，一般項は，
a 1 2n

n 1$= -

2a n
n

1= -

等比数列の和

等比数列の和から一般項を求める

………答
……………………答

………答

r 1<  のときは左の式
r 1>  のときは右の式
を使うと計算しやすい。

等比数列の一般項
初項 a，公比 rの等比数列の一般項を 

an とすると，
a arn

n 1= -
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37等比数列の和

学習日　　　　月　　　日

学習の目標
1

2

等比数列の和が求められるようになろう。
等比数列の２種類の和が与えられたとき，一般項が求められるようになろう。

Q1

Q2

〈等比数列の和〉について，まとめよう。

〈等比数列の和から一般項を求める〉について，まとめよう。

まとめ

まとめ

確 認 問 題

確 認 問 題

●　次の等比数列の和 Sを求めなさい。
⑴　初項 2，公比 3，項数 4 ⑵　初項 4，公比 5- ，項数 n

等比数列 an" , の初項から第 n項までの和を Sn とすると，S 63 = ，S 426 =-  である。
一般項 an を求めなさい。ただし，公比は実数とする。

⑴ S= 
^ 14 - h

1-

S= 

⑵ S= 
1-^" nh ,

h1-^

S= 

初項を a，公比を rとする。
r 1=  とすると，S a3 63 = = ，S a6 426 = =-  となって，
これを同時に満たす aはないので r 1]  である。

6S3 =  より，  6= 　……①

42S6 =-  より，  42=-

r
a r

1
13

-
-^

^
h

42=-h 　……②

①，②より，6^ 42=-h

r 3 = 

r= 

①より，a= 

一般項は，an= 

■　初項 a，公比 rの等比数列の，初項から第 n項までの和 Sn は，

1r]  のとき，Sn=   または  Sn= 

1r=  のとき，Sn= 

■　等比数列の初項からの和が 2種類与えられたとき，一般項は次の手順で求める。

〔1〕　初項を a，公比を rとして，2種類の和から a，rの連立方程式をつくる。

〔2〕　〔1〕の方程式を解いて a，rを求め，一般項を求める。

初項 a，公比 rの等比数列の一般項を an とすると，an= 
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演 習 問 題

次の等比数列の和 Sを求めなさい。

等比数列 an" , の初項から第 n項までの和を Sn とする。
次の場合に，一般項 an を求めなさい。ただし，公比は実数とする。

Q1

Q2

⑴　初項 6，公比 2，項数 5 ⑵　初項 54，公比 
1
3

 ，項数 4

⑶　初項 5，公比 1，項数 20 ⑷　初項 3，公比 5- ，項数 n

⑴　S 143 = ，S 1266 =  ⑵　S 115 =- ，S 34110 =

⑴　項数を求めなさい。 ⑵　この等比数列の和 Sを求めなさい。

1

2

次の等比数列について，あとの問いに答えなさい。
2， 6- ，18， 54- ，gg，1458

3

等比数列の和 39

★自分でチェックしてみよう★

項　　目 1回目(　／　) 2回目(　／　) 3回目(　／　) ここに戻る

等比数列の和が求められた yes  /  no yes  /  no yes  /  no Q1

等比数列の２種類の和から，
一般項が求められた yes  /  no yes  /  no yes  /  no Q2

●等比数列の和

初項 a，公比 rの等比数列の，初項から第 n項までの和 Sn は，

1r]  のとき，Sn=   または  Sn= 

1r=  のとき，Sn= 

⑴　初項 8，公比 
1
2

 ，項数 5 ⑵　初項 7，公比 3- ，項数 n

等比数列 an" , の初項から第 n項までの和を Sn とすると，S 54 = ，S 4108 =  である。
一般項 an を求めなさい。ただし，公比は正の数である。

次の空欄をうめなさい。

次の等比数列の和 Sを求めなさい。

次の問いに答えなさい。

1

2

等比数列の和



40 等差数列と等比数列

■定期試験対策

等差数列と等比数列
学 習 日 　 　   月 　 　 　 日

1 次の問いに答えなさい。

⑴　一般項が a n7 4n= -  である数列 an" , について，初項から第 4項
までを順に書きなさい。

⑵　次のような数列 an" , の一般項 an を，nの式で表しなさい。
1，4，9，16，25，gg

⑶　初項 5，公差 4-  の等差数列 an" , の一般項 an を求めなさい。

⑷　第 3項が 5，第 8項が 15である等差数列 an" , の一般項 an を求め
なさい。

⑸　次の数列が等差数列であるとき，xの値を求めなさい。
5- ，x，17

【各 4点× 5】

20

小計

1

41等差数列と等比数列

到 達 目 標

数列に関する用語を覚え，一般項について考えることができる。
等差数列，等比数列の一般項や和について考えることができる。

1

2
100

2

得 点

次の問いに答えなさい。

⑴　初項 3，末項 20，項数 6の等差数列の和 Sを求めなさい。

⑵　初項 4，公差 2の等差数列で，初項から第何項までの和が 40にな
るか求めなさい。

⑶　初項 5，公比 3-  の等比数列 an" , の一般項 an を求めなさい。

⑷　第 2項が 8，第 5項が 64である等比数列 an" , の一般項 an を求め
なさい。ただし，公比は実数とする。

⑸　初項8，公比5の等比数列の初項から第n項までの和Sを求めなさい。

【各 4点× 5】

20

小計
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3 4

等差数列と等比数列

初項 50，公差 4-  の等差数列 an" , について，
次の問いに答えなさい。 【各 5点× 3】
⑴　一般項 an を求めなさい。
⑵　第何項から負の数になるか求めなさい。
⑶　この数列の正の項だけのすべての和を求めな
さい。

10から 100までの整数について，次のような
数の和を求めなさい。 【各 5点× 3】
⑴　3の倍数
⑵　3で割ると 1余る数
⑶　3で割り切れない数

15 15

小計 小 計

1

43

5 6

等差数列と等比数列

4つの数からなる数列
2，a，18，b

がある。次の問いに答えなさい。
 【⑴ 7点，⑵ 8点】
⑴　この数列が等差数列であるとき，a，bの値
を求めなさい。

⑵　この数列が等比数列であるとき，a，bの値
を求めなさい。

等比数列 an" , の各項は実数で，初項から第 3

項までの和は 21，第 4項から第 6項までの和は
168である。次の問いに答えなさい。

 【⑴ 10点，⑵ 5点】
⑴　一般項 an を求めなさい。
⑵　初項から第 n項までの和を求めなさい。

15 15

小計 小計
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37等比数列の和

学習日　　　　月　　　日

学習の目標
1

2

等比数列の和が求められるようになろう。
等比数列の２種類の和が与えられたとき，一般項が求められるようになろう。

Q1

Q2

〈等比数列の和〉について，まとめよう。

〈等比数列の和から一般項を求める〉について，まとめよう。

まとめ

まとめ

確 認 問 題

確 認 問 題

●　次の等比数列の和 Sを求めなさい。
⑴　初項 2，公比 3，項数 4 ⑵　初項 4，公比 5- ，項数 n

等比数列 an" , の初項から第 n項までの和を Sn とすると，S 63 = ，S 426 =-  である。
一般項 an を求めなさい。ただし，公比は実数とする。

⑴ S= 
^ 14 - h

1-

S= 

⑵ S= 
1-^" nh ,

h1-^

S= 

初項を a，公比を rとする。
r 1=  とすると，S a3 63 = = ，S a6 426 = =-  となって，
これを同時に満たす aはないので r 1]  である。

6S3 =  より，  6= 　……①

42S6 =-  より，  42=-

r
a r

1
13

-
-^

^
h

42=-h 　……②

①，②より，6^ 42=-h

r 3 = 

r= 

①より，a= 

一般項は，an= 

■　初項 a，公比 rの等比数列の，初項から第 n項までの和 Sn は，

1r]  のとき，Sn=   または  Sn= 

1r=  のとき，Sn= 

■　等比数列の初項からの和が 2種類与えられたとき，一般項は次の手順で求める。

〔1〕　初項を a，公比を rとして，2種類の和から a，rの連立方程式をつくる。

〔2〕　〔1〕の方程式を解いて a，rを求め，一般項を求める。

初項 a，公比 rの等比数列の一般項を an とすると，an= 

r
a r

1
1 n

-
-^ h

r
a r

1
1n

-
-^ h

r
a r

1
13

-
-^ h

r
a r

1
16

-
-^ h

na

r 13+

r 13+

8-

2-

5-

5-

2

2 43

3

80

2 2 n 1$ - -^ h

3
2

1 5 n- -^ h" ,

arn 1-

36 等比数列の和

9 数列

等比数列の和
基

　本Q1

重

　要Q2

考え方

考え方

答案

答案

次の等比数列の和 Sを求めなさい。

⑴　初項 3，公比 2- ，項数 5 ⑵　初項 1，公比 
2
1

 ，項数 n

等比数列 an" , の初項から第 n項までの和を Sn とすると，S 73= ，S 636=  である。
一般項 an を求めなさい。ただし，公比は実数とする。

等比数列の初項から第 n項までの和を求める公式は，次のようになる。
初項 a，公比 rの等比数列の，初項から第 n項までの和 Sn は，

r 1]  のとき，S
r

a r
1
1

n

n

=
-
-^ h

  または  S
a r
r

1
1

n

n

=
-

-

^ h

r 1=  のとき，S nan=

等比数列の初項からの和が 2種類与えられたとき，一般項は次の手順で求める。
〔1〕 　初項を a，公比を rとして，2種類の和から a，rの

連立方程式をつくる。
〔2〕　〔1〕の方程式を解いて a，rを求め，一般項を求める。

⑴，⑵とも公比が 1ではないの
で，r 1]  のときの公式を使っ
て求める。

初項を a，公比を rとして，r
が 1か 1でないかをまず調べ，
S 73 = ，S 636 =  の 2つの条件
を a，rの方程式で表す。
連立方程式を解くときは，S6 

の分子が因数分解できることに
着目すると，2つの等式から r
だけの方程式がつくれる。

⑴　S
1 2

3 1 2 5

=
- -
- -
^

^

h

h" ,

S
3

3 1 32
=

- -^ h" ,

33S=

⑵　S
1

2
1

1 1
2
1 n

$
=

-

-d n( 2

2S 1
2
1 n

= -d n( 2

初項を a，公比を rとする。
r 1=  とすると，S a3 73 = = ，
S a6 636 = =  となって，これを同時に満
たす aはないので r 1]  である。

S 73 =  より， 73
r
a r

1
13

-
-

=
^ h 　……①

63S6 =  より，
r
a r

1
1

63
6

-
-

=
^ h

r
a r

r
1
1

1 63
3

3

-
-

+ =
^

^
h

h 　……②

①，②より，
637 r 13 + =^ h

r 83 =

r 2=

①より， a7 7=

7a 1=

よって，一般項は，
a 1 2n

n 1$= -

2a n
n

1= -

等比数列の和

等比数列の和から一般項を求める

………答……………………答

………答

r 1<  のときは左の式
r 1>  のときは右の式
を使うと計算しやすい。

等比数列の一般項
初項 a，公比 rの等比数列の一般項を 

an とすると，
a arn

n 1= -

P.28 Q2

39

★自分でチェックしてみよう★

項　　目 1回目(　／　) 2回目(　／　) 3回目(　／　) ここに戻る

等比数列の和が求められた yes  /  no yes  /  no yes  /  no Q1

等比数列の２種類の和から，
一般項が求められた yes  /  no yes  /  no yes  /  no Q2

●等比数列の和

初項 a，公比 rの等比数列の，初項から第 n項までの和 Sn は，

1r]  のとき，Sn=   または  Sn= 

1r=  のとき，Sn= 

⑴　初項 8，公比 
1
2

 ，項数 5 ⑵　初項 7，公比 3- ，項数 n

等比数列 an" , の初項から第 n項までの和を Sn とすると，S 54 = ，S 4108 =  である。
一般項 an を求めなさい。ただし，公比は正の数である。

次の空欄をうめなさい。

次の等比数列の和 Sを求めなさい。

次の問いに答えなさい。

1

2

等比数列の和

S
1

1

1

1

2

8
2

5

=
-

-d n( 2

S 16 1
32
1

= -d n

S
2
31

= 　……答

S
1
1

3
7 3 n

=
- -
- -
^

^

h

h" ,

1S
7
4

3 n= - -^ h" ,　……答

初項を a，公比を rとする。
r 1=  とすると， 5S a44= = ， 410S a88= =  となって，
これを同時に満たす aはないので 1r]  である。

5S4=  より， 
r
a r

1
1

5
4

-
-

=
^ h

 ……①

410S8=  より，
r
a r

1
1

410
8

-
-

=
^ h

r
a r

r
1
1

1 410
4

4

-
-

+ =
^

^
h

h 　……②

①，②より， r 15 4104+ =^ h

r 814=

r 0>  だから， r 3=

①より， a40 5=

a
1
8

40 =

一般項は， 3a
8
1

n
n 1$= - 　……答

r
a r

1
1 n

-
-^ h

r
a r

1
1n

-
-^ h

na

38
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次の等比数列の和 Sを求めなさい。

等比数列 an" , の初項から第 n項までの和を Sn とする。
次の場合に，一般項 an を求めなさい。ただし，公比は実数とする。

Q1

Q2

⑴　初項 6，公比 2，項数 5 ⑵　初項 54，公比 
1
3

 ，項数 4

⑶　初項 5，公比 1，項数 20 ⑷　初項 3，公比 5- ，項数 n

⑴　S 143 = ，S 1266 =  ⑵　S 115 =- ，S 34110 =

⑴　項数を求めなさい。 ⑵　この等比数列の和 Sを求めなさい。

1

2

次の等比数列について，あとの問いに答えなさい。
2， 6- ，18， 54- ，gg，1458

3

等比数列の和

S
6 2 1

2 1

5

=
-

-

^ h

S 186= 　……答

20 5S $=

S 100= 　……答 1
5

S
5

3 1 n

=
- -

--
^

^

h

h" ,

1S
2
1

5 n= - -^ h" ,　……答

S
1

3

54 1
3

1

1 4

=
-

-d n( 2

1 80S 81
81
1

= - =d n 　……答

初項を a，公比を rとする。
r 1=  とすると，S a3 143= = ，S a6 1266= =  となっ
て，これを同時に満たす aはないので 1r]  である。

14S3=  より， 143
r
a r

1
13

-
-

=
^ h 　……①

126S6=  より，
r
a r

1
1

126
6

-
-

=
^ h

126
r
a r

r
1
1

13
3

-
-

=+
^

^
h

h 　……②

①，②より， 12614 r 13+ =^ h

r 83=

r 2=

①より， a7 14=

27a=

一般項は， 2 2 2an
n n1$= =- 　……答

初項を a，公比を rとする。
r 1=  とすると， 11S a55= =- ， 341S a1010= =  と
なって，これを同時に満たす aはないので 1r]  である。

11S5=-  より，
r
a r

1
1

11
5

-
-

=-
^ h 　……①

341S10=  より， 
r

a r
1

1
341

10

-
-

=
^ h

r
a r

r
1
1

1 341
5

5

-
-

+ =
^

^
h

h  ……②

①，②より， r 111 3415+ =- ^ h

r 325=-

r 2=-

①より， a11 11=-

111a=-

一般項は， 1a 2 2n
n n1 1$=- - =- -- -^ ^h h 　……答

初項 2，公比 3-  だから，第 n項 an は，
2a 3n

n 1$= - -^ h

これが 1458であるとき，
2 3 1458n 1$ - =-^ h

2 3 729n 1$ - =-^ h

2 3 3n 1 6$ - = --^ ^h h

よって， n 1 6- =

n 7=

だから，項数は 7　……答

初項 2，公比 3- ，項数 7だから，
3

S
1 3

2 1 7

=
-

-
-

-
^

^

h

h" ,

1
S

3
2

7

=
- -^ h

S 1094= 　……答

 本冊p.36～39の解答
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41等差数列と等比数列

到達目標

数列に関する用語を覚え，一般項について考えることができる。
等差数列，等比数列の一般項や和について考えることができる。

1

2
100

2

得点

次の問いに答えなさい。

⑴　初項 3，末項 20，項数 6の等差数列の和 Sを求めなさい。

⑵　初項 4，公差 2の等差数列で，初項から第何項までの和が 40にな
るか求めなさい。

⑶　初項 5，公比 3-  の等比数列 an" , の一般項 an を求めなさい。

⑷　第 2項が 8，第 5項が 64である等比数列 an" , の一般項 an を求め
なさい。ただし，公比は実数とする。

⑸　初項8，公比5の等比数列の初項から第n項までの和Sを求めなさい。

【各 4点× 5】

20

小 計

6S
2
1

3 20$= +^ h

S 69=

初項から第 n項までの和が 40になるとき，

2 4n n
2
1

1 2 40$$ + - =^ h" ,

n n 3 40=+^ h

n n 03 402 - =+

n n 08 5+ - =^ ^h h

nは自然数だから， n 5=

よって，第 5項

初項を a，公比を rとする。
第 2項が 8だから， 84ar2= 　……①
第 5項が 64だから，ar 644= 　……②
② ' ①より， ra 83=

r 2=

①より，a 4=

一般項は，a 4 2n
n 1$= -

S
1

5 1
5

8 n

=
-
-^ h

2S 5 1n= -^ h

第 5項

S 69=

a 5 3n
n 1$= - -^ h

4 2an
n 1$= -

2a 1
n

n= +^ h

S 2 5 1n= -^ h

40 等差数列と等比数列

■定期試験対策

等差数列と等比数列
学 習 日 　 　   月 　 　 　 日

1 次の問いに答えなさい。

⑴　一般項が a n7 4n= -  である数列 an" , について，初項から第 4項
までを順に書きなさい。

⑵　次のような数列 an" , の一般項 an を，nの式で表しなさい。
1，4，9，16，25，gg

⑶　初項 5，公差 4-  の等差数列 an" , の一般項 an を求めなさい。

⑷　第 3項が 5，第 8項が 15である等差数列 an" , の一般項 an を求め
なさい。

⑸　次の数列が等差数列であるとき，xの値を求めなさい。
5- ，x，17

【各 4点× 5】

20

小計

1

7a 1 4 31 $= - =

7a 4 1022 $= - =

7a 4 1733 $= - =

7a 4 2444 $= - =

12，22，32，42，52，gg

だから，一般項は
a nn

2=

5a n 1 4n $= + - -^ ^h h

4 9nan=- +

初項を a，公差を dとすると，一般項は，
a a n d1n= + -^ h

第 3項が 5だから， a d25 = +  ……①
第 8項が 15だから， a d15 7= + 　……②
①，②を解くと，

a 1= ，d 2=

一般項は， 1 2a n 1n $= + -^ h

na 2 1n= -

数列 5- ，x，17が等差数列だから，
x2 15 7= +-

x2 12=

x2 6=

3，10，17，24

a nn
2=

4 9a nn=- +

2 1a nn= -

6x=

43

5 6

等差数列と等比数列

4つの数からなる数列
2，a，18，b

がある。次の問いに答えなさい。
 【⑴ 7点，⑵ 8点】
⑴　この数列が等差数列であるとき，a，bの値
を求めなさい。

⑵　この数列が等比数列であるとき，a，bの値
を求めなさい。

等比数列 an" , の各項は実数で，初項から第 3

項までの和は 21，第 4項から第 6項までの和は
168である。次の問いに答えなさい。

 【⑴ 10点，⑵ 5点】
⑴　一般項 an を求めなさい。
⑵　初項から第 n項までの和を求めなさい。

15 15

小 計 小計

⑴　数列 2，a，18が等差数列だから，
a2 2 18= +

a2 20=

2 10a= 　……答
公差は 8だから，

b 18 8= +

26b= 　……答

⑵　数列 2，a，18が等比数列だから，
2 18a2 $=

a 362=

6a !=

a 6=  のとき，公比は 3だから，
18 3b $=

b 54=

a 6=-  のとき，公比は 3-  だから，
18b 3$= -^ h

b 54=-

よって，
a 6= ，b 54=  または a 6=- ，b 54=-

……答

⑴　初項を a，公比を r，初項から第 n項までの
和を Sn とすると，

S 213=

S 21 1686= +

189S6=

r 1=  とすると，S a3 213= = ，S a6 1896= =  

となって，これを同時に満たす aはないので 

r 1]  である。

S 213=  より， 
r
a r

1
1

321
3

-
-

=
^ h 　……①

S 1896=  より，
r
a r

1
1

189
6

-
-

=
^ h

r
a r

r
1
1

1 189
3

3

-
-

+ =
^

^
h

h 　……②

①，②より， r 1 121 893+ =^ h

r 83=

r 2=

①より， a7 21=

a7 3=

一般項は，a 23n
n 1$= - 　……答

⑵ 3
1

3 2 1
2 1

2
n

n

-
-

= -
^

^
h

h　……答

42

3 4

等差数列と等比数列

初項 50，公差 4-  の等差数列 an" , について，
次の問いに答えなさい。 【各 5点× 3】
⑴　一般項 an を求めなさい。
⑵　第何項から負の数になるか求めなさい。
⑶　この数列の正の項だけのすべての和を求めな
さい。

10から 100までの整数について，次のような
数の和を求めなさい。 【各 5点× 3】
⑴　3の倍数
⑵　3で割ると 1余る数
⑶　3で割り切れない数

15 15

小計 小計

1

⑴　 50a n 1 4n $= + - -^ ^h h

4 54a nn=- + 　……答

⑵　負の数になるとき，
4 54na 0<n - +=

.n 13 5
4
54

> =

nは自然数だから， n 14F

よって，第 14項　……答

⑶ a 501=

4 13 54a13 $=- +

a 213=

正の項は初項から第 13項までだから，その和は，

338
2
1

13 50 2$ + =^ h 　……答

【別解】
⑵より，第 13項までは正の項だから，初項 50，
公差 4-  の等差数列の初項から第 13項までの
和を求める。

2
1

13 2 50 13 1 3384$ $ $+ - - =^ ^h h" ,

⑴　3の倍数は，
3 4 12$ = ，3 5 15$ = ，gg，3 33 99$ =

つまり，12，15，gg，99

これは初項 12，末項 99，項数 30の等差数列だ
から，この和は，

1665
2
1

30 12 99$ + =^ h 　……答

⑵　3で割ると 1余る数は，
3 3 1 10$ + = ，3 1 134$ + = ，

gg，3 33 1 100$ + =

つまり，10，13，gg，100

これは初項 10，末項 100，項数 31の等差数列
だから，この和は，

1705
2
1

31 10 100$ + =^ h 　……答

⑶　10から 100までの整数の和は，
初項 10，末項 100，項数 91の等差数列の和だ
から，

5005
2
1

91 10 100$ + =^ h

よって，3で割り切れない数の和は，
5005 1665 3340- = 　……答

【別解】
3で割ると 2余る数は，

3 3 2 11$ + = ，3 2 14 4$ + = ，
gg，3 232 98$ + =

つまり，11，14，gg，98

これは初項 11，末項 98，項数 30の等差数列だ
から，この和は，

2
1

3 1 98 1 50 1 63$ + =^ h

これと⑵より，3で割り切れない数の和は，
33401705 1635 =+

 本冊p.40～43の解答


